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審 査 の 結 果 の 要 旨
　この論文は，従来等高線図を使って手作業で行なってきた大縮尺の地形分類を，コンピューターで簡単に
扱えるグリッド型のディジタル標高データを用いて自動化するアルゴリズムを開発し，それを植物と動物の
潜在分布地域推定に応用したものである。自動地形分類の試みは今まで数多くなされてきたが，斜面スケー
ルでこのように正確に分類できるアルゴリズムはなかった。さらに，このアルゴリズムの有用性を実証する
ために，植生と動物の潜在分布推定に応用し，従来のフィールド調査に基づいた結果と同じような結果を得
た。広域の生物を扱った環境保全計画作成および対策制定等の作業には地形の自動分類が不可欠で，本論文
はこの分野で大きな貢献をすることが期待でき，高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
